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① グループ （チョコレート）ハンドドラム・ギロ → 
② グループ （自動車ブーブー）コンガ，ボンゴ → ♪♪










































































































































雑 誌 名 出 版 社 出版時期
tocotoco 第一プログレス 2015年秋号
Baby-mo 主婦の友社 2015年9月号
ひよこクラブ ベネッセコーポレーション 2015年9月号
mama-girl エムオンエンターテイメント 2015年秋号
SAKURA 小学館 2015年9月号
は小さな違いではあるが，表現されたものは大きな違いになっていたと思われる。絵の具を使わ
ずに，ここまで色彩鮮やかな作品ができた事で，学生達には好評だった。
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6） 保育者・教師のキャリア形成
① 授業概要と展開
①1 授業目標
得意を活かして保育すること，苦手を伸ばして保育することを自己の課題として捉える。
①2 授業概要
保育の場は早期離職の傾向が強く，その要因として保育の多様化・複雑化が挙げられる。保育
という仕事に対するやり甲斐を得るには困難も多々ある現状において，得意を活かして保育をす
ることを具体的にイメージすることをねらいとして，本講義の担当者が新人幼稚園教諭として3
歳児クラスを担任した際の実践記録や『新人保育者物語さくら』を取り上げ検討する（図11）。
② 展 開
a『新人保育者物語さくら』（1）の主人公さくらの姿から感じること
b 実習を振り返り，自分の「得意」「苦手」を挙げる
c 仲間が認める「あなた」の長所
d 得意を活かし苦手を伸ばすために，卒業までにすべきこと
e 実践記録「怒鳴るから響くへ」の新人保育者の姿を通して考えよう！
③ 成果と今後の課題（学生の感想をもとに担当者が自己評価）
③1 成 果
上記のdにおいては，クラスを3グループに分け保育者としての「強み」につながる一人ひ
とりの長所を挙げた。eへの展開により，「強み」を生かし「弱み」を伸ばす動機づけはできた
と考える。eの実践記録「怒鳴るから響くへ」（2）は，保育者の力んだ伴奏が原因で常態化した怒
鳴り歌を解消するために「ピアノの赤ちゃん（鍵盤ハーモニカ）」を用い，響く歌声に変容させ
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図11 新人保育者物語さくらの一場面
るまでの保育過程である。実体験に触れ，保育者になる心構えや「強み」「弱み」と向き合い保
育する姿をイメージできたと考える。就職先を決め兼ねていた学生が，授業終了後に「幼稚園の
先生になる」意思を固めた。子どもの魅力を共感し，保育への意欲を高められたことが何よりの
成果であった。
③2 今後の課題
展開のaにおいて「得意が無い」ことにコンプレックスを感じる主人公の姿に，保育者と実
習生である自分の力の差を目の当たりにした衝撃が重なり合い，記述しながら涙ぐむ学生もいた。
成功体験を評価するだけでなく自信喪失の体験を次への活力にする援助的指導の必要性を改めて
感じた。
展開のbやcにおいて，「得意」より「苦手」を先に書く，多く挙げる学生の姿が目立った。
保育者の卵としての自己肯定感を高め現場に送り出すことが必要であると感じた。
④ 受講した学生に期待すること
苦手なことから逃げずに努力できる「私」が寄り添っていること，それが「子どもたちの幸せ」
と思える心の強さと謙虚に得意を活かす心もちをもってキャリア形成してほしい。
7） 特別なニーズを持つ子どもと保護者への保育 その視点の整理
① 目的の設定
近年の保育，教育の現場においては，・気になる・子どもたちや保護者に対する配慮ある関わ
りの重要性が求められている。受講生は，これまでに，障害児保育等の講義を通して障害の基本
的な特性や障害児を持つ保護者の概要については学んでいる。しかし，そうした基礎知識を実際
の子どもたちの言動と結びつけることや保護者を目の前にしたときに具体的に言葉をかけること
は，容易ではない。そこで，本講義は，これまでの学びを現場実践へと繋げる一助となることを
目的とした。
② 授業内容の設定と準備
本授業では現場で必要となる3つの視点（表5）を取り上げ，事例を用いた個人およびグルー
プワークを実施した。授業に先立ち，自閉スペクトラム症（以下，ASD）を疑われた年長男児
の架空事例を作成した。事例では，幼児期の
ASD児が示しやすい行動特徴を複数記述し，
保育者の対応を描いた。また，保護者が園に
不信感を抱く内容とした。次に，着目点を明
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表5 現場で必要となる3つの視点
・特徴的な行動への気づきと障害と関連させた理解
・障害特性に配慮して関わるという原則の理解
・保護者と相対する時の基本的な態度の理解
確にし，考えを整理できるようワークシートを作成した。事例は，『事例の経過』『現在の子ども
の様子』『保護者面接の場面』の3部構成とし，それぞれに問いを設け，回答をワークシートへ
記入する形式とした（表6）。
③ 授業の展開
指名された学生が順に事例を読んだ。その後，AからDの問い毎にワークシートを記入し，
数名の学生に発表を促した。Aでは，適切な言動が回答された。Bでも比較的適切な関わりが回
答された。一方，Cのように情報を要約して記述することや，目的に沿った内容の記述は，ほと
んどの学生が困難を示したため，数名ごとに助言を行いながら回答を支援した。問Dに対して
は，適切な回答を作成する学生と，ほとんど書けない学生とに分かれたため，適切な回答を模範
解答として示すと共に個別的に支援した。
④ 学生の様子と所感
授業の理解度や参加態度は，学生によって差があるようだったが，個別に回答を求めていくと
熱心に考え，回答が不十分と分かると何度も修正する様子がみられた。また，質問内容を噛み砕
いて説明することで理解に達し，授業への参加状況が改善する学生が複数見受けられた。授業後
の感想からは，現場を想像したコメントや理解が促進されたといった回答が複数みられた。総括
したものとしては，次のようなものがあった。「ASDのことについて授業を聞いて，今までは
ASDについてよく分かっていなかった部分もありました。今回，自分たちでどのような対処を
するのかなどの話し合いをして今までよりは理解できるようになりました。実際にそのような場
面に出くわした時に今日勉強したような言葉掛けができるか分かりませんが，周りの先生たちと
相談しながら対応できるようにしていきたいです」。ワークシートへの回答内容と，その後の授
業担当者とのやりとり，コメントにみられる障害理解の促進や，現場を想像した内容から，本授
業が現場へ繋げる一助となったのではないかと思われる。
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表6 ワークシートに回答を記入する問いの内容（A～D）
『事例の経過』
Ａ 子どもの気になる行動，特徴的と思われる行動を抜き出す。
『現在の子どもの様子』
Ｂ 保育者が誤解しがちな子どもの言動の例に対して，障害特徴を理
解した上で適切な対応を考える。
Ｃ 保育所児童保育要録の記入練習
『保護者面接の場面』
Ｄ 園に対して不満を持った母との面接，最初の言葉かけを作る。
4．ま と め
本学の保育・教職実践演習では，担当教員の専門性を活かした個別授業を特長とし，学生の実
践力を高めることを企図してきた。音楽や造形など表現にかかわる授業では実技や演習を通して，
その他2年間の授業や実習では知識や経験が至らない領域，例えば親子関係への支援や，保護者
支援，キャリア形成といったテーマについては事例研究など，より「実践」を重視した方法によ
り，学習成果を達成することができたのではないだろうか。また，いずれの授業においても教員
が学生からのフィードバックを得ることにより，次年度以降の授業改善に役立てられている。
今後の課題としては，次の2点があげられる。第一に，それぞれの個別授業を有機的に関連さ
せ，学生の体系的な学びにつなげていくことである。第二に，本学のカリキュラムポリシーおよ
びディプロマポリシーとの整合性を図り，学習成果の達成を学生と教員の双方が共有することで
あると考える。
（1）『新人保育者物語さくら』村上かつら作（2011）小学館
（2） 日本児童教育振興財団主催，小学館後援『第42回私の保育記録』に入選（2007），青木（2013）
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131.
平尾憲嗣他，2015,「教職実践演習（幼稚園）」における意識調査の分析：発表形式の違いによる保育実践
に関する学生の意識の推移」岡崎女子大学・岡崎女子短期大学研究紀要48:2734.
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